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Gen.North′ commander of PACAF(left)and Lt.
Gen Burton A/1. Field′ new commander of ∪.S.
Air Force」 apan and 5th Air Force(right)

続いて、在日米軍司令官旗と第 5空軍司令官旗がフィー

ルド中将に渡され、指揮権が継承されたc新司令官フィー

ルド中将からは、「日本に住みたいという子供のころから

の夢が現実になり嬉しく思います。日米両国のみならず

アジア地域にとっても日米同盟が重要であり、その絆を

より強固なものにしていきたいと思います。精 ^杯、日

米のために頑張ります.宜 しくお願いしますJと の挨拶

が行われた。

フィールド中将への部隊の最初の敬礼が行われ、そし

て、中将の名前を記入 したブレートの貼られた第 5空軍

司令官機 (F-16)が 披露され、約 1時間に亘る式典は

終 /し た。 交代式典修了後、将校クラブにおいてレセプ
ションが行われ、JAAGAメ ンバーは新司令官とそれぞ

れ挨拶を交わした。

フィール ド中将は、1979年、米空軍士官学校卒業の戦闘

機パイロット出身。F-16、
「
-22A等、3,400飛行時間

以上の飛行経験がある。前勤務地のベンタゴンから日本

に着任されたが、初めての日本勤務となる。 2人のご子

息は米牢軍に勤務されている。ライス中将は大将となり、

航空教育訓練軍 |」1(Air Education and Training

Command)・ l令官となられた。

(源理事記)

ライス前司令官は航空教育訓練軍団司令官ヘ

10月 25口 (月 )、 横田基地において、エドワード・ ライ

ス.I「 中将 (当 日寺、以 卜同じ)か らバートン・ フィールド

中将への在日米軍兼第 5空軍指揮官交代式 (チ ェンジ・

オブ。コマンド)が執り行われた。

式典は10時半から横田基地第15格納庫で行われ、外務

大臣政務官、米国駐日大使、軍関係者、周辺自治体の首

長等、多数が参加 した。自衛隊からは折木統合幕僚長、

外薗航空幕僚長他多 くの部隊指揮官・幕僚が参加されて

いた。JAAGAか らは、竹河内元会長、遠竹前会長、津

曲会長、榎副会長、阪東、山本 (隆之 )、 高橋 (健二 )、

源理事が参加した。

日米両国歌演奏、牧師による祈梼の後、式典執行官で

ある人平洋軍司令官ウィラード海軍大将から、「191嚇己の

ペリー提督に遡る日米の関係が今回の日米同盟として存

続され、それを築き liげている全ての方々に感謝します。

ライス中将が在日米軍を率い日米同盟が維持され日米関

係が発展してきたことに敬意を表 します。奥様の協力に

も感謝 しますcそ して大将への昇任を祝福 します。新司

令官フィールド中将が伝統の上に日米同盟を更に成長さ

せていくことを確信 しています」との挨拶があった。同

じく太平洋空軍司令官ノース空軍大将からも、ライス中

将の優れた指導力、功績を讃えるとともに新勤務地での

活躍を祈る挨拶と、フィールド中将の活躍を期待する挨

拶があった。

その後、ウィラード司令官からライス中将に功績を讃

える勲章が授与された。ライス中将からは、「皆さんに見

守られ指揮ができたことは幸運であり、感謝しています。

自衛隊を始め日米同盟のために尽力した方々との交流と

友情に感謝 します。在日米軍所在全員に感謝 します。日

米司常は両 l■Jの結び付きの中核となっています。それは

次の50年間、その次もそうあり続けます。日本の皆様を

永遠に忘れはしませんJと の挨拶があり、日本語で「ま

たお会いできるまでJと 締め括られた。そして、ライス

中将への部隊の最後の敬礼が行われた。
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5月 25日 (火 )、 織田、射場、原田I里事が航空総隊司令

部を訪れ、米空軍演習 (レ ッド・フラッグ・アラスカ)

参加者に対する激励品を岩崎航空総隊司令官に託 し、訓

練の成功を祈念した。

今年度は、 6月 2日 から7月 2日 の間、航空総隊 (第

7航空団及び警戒航空隊主体)及び航空支援集団 (第 1

輸送航空隊主体)か ら
「
-15× 6機、E-767× 1機、C―

130× 3機、KC-767× 2機 (初参加)、 携SAM追随訓練

器材× 6セ ット、人員380名 が参加 した。今回は、KC―

Dir. Orita, JAAGA, hands a gift to
Lt. Gen. lwasaki, Air Defense Command.

767と の空中給油によるF-15の多数機同時杵:空の訓練が

特徴であった。

演習修了後、訓練部隊指揮官第 7航空団飛行群司令平

塚 1佐から当協会に対 し「皆様からのお志 1ま、隊員の士

気高揚や航空自衛隊への理解促進に有効活用させていた

だきました。副|1練部隊へのご高配に感謝し、あらためて

御ネL申 し卜げます。Jと の礼状が届いた。

(原田理事記)

Formation flight by
participating in "Red

」ASDF aircrafts
l Flag Alaska"

9月 28日 (火 )、 香川理事長、高橋、井上、原田理事が

空幕人事教育部長杉山空将補を訪ね、平成22年度日米相

互部隊耐「修 (米空軍下士官の受入れ)に 対する激励品を

手渡したc本研修は平成 8年度に開始されて以来15年 目

を迎えており、今年度の空自での受入れ言1画 は下表の通

りである。尚、空自隊員の米軍部隊研修も4/νЧ半期に

実施される予定である。人教部長からは、日米相互理解

に重要な研修であり、年々充実 してきているとの説明と

ともに、継続 したJAAGAか らの現場への支援を大変有

難く思っているとの御礼が述べられた。

(原田理事記)

Chief Dir.Kagawa′ 」AAGA′ hands a gttt to Mal.
Gen.Sugiyama′ Air Staff Office.

受入基地 期 間 差出基地 参加人員

男「    早調 107-1015 嘉手納 7

松  鳥 4/四半期 三 沢 7

小  牧 4/四半期 横田 7
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平成22年度スペシャル・オリンビックスが米軍の横田 (5月 )

しに対し毎年支援品を送り、行事を支援 している。今号では、

JAAGAへ の礼状及び三沢支部長からの記事をお伝えする。

Opening ceremony of Special Olympics
Yokota air base

―関東スペシャル・オリンピックス
委員会から礼状一

平成22年 5月 15日 (十 )、 第31回 F‐3東 スペシャル。オ |

ンピックスが横田基地で開催され、近隣の市、町、そし

て基地関係者など、16団体、総勢350人以上のスペシャル・

オリンビックス選手たちが参加 しました。それまで不安

定な天候だったにもかかわらず、当日は晴天に恵まれ、

1日 気持ちよく、楽しく過ごすことができました。

今年も、自衛隊と米軍基地関係施設から大勢のボラン

ティアが参加 し、事前の準備、イベントの運営、そして

後かたづけと、数ヶ月間に渡ってお手伝いをしてくれま

したc

昨年までは 2日 間で行っていたイベントですが、今年

は 1日 にまとめ、横田基地中学校の校庭では、50m走、

100m走、ソフトボール投げ、400m走 など、また少 し離

れた施設でも、ボーリング、水泳、バスケットボールな

ど、 8つ の競技を行いました。 4時半にすべての11技が

及び三沢基地 (8月 )

関東スペシャル・オリ

で開催された。JAAGAは この催

ンピックス委員会からいただいた

Ex-Chief Dir. Hirose, JAAGA, received a souvenir
from Col. Epick, 374 Airlift Wing.

終了 した時 |ま、選手もボランティアのみなさんも、きっ

とくたくただったと思いますが、誰一人怪我や具合が悪

(な ることもなく、日ごろの練習の成果を思いっきり発

揮できた 1目 だったと思います。

大会名誉会長として、第374業務支援群司令官、ラファ

ェル・ケサダ大佐、また福生市からは加藤育男福生市長

がご出席され、各部隊からも、最 11級曹長、 L級曹長た

ちがバレードの先導として参加して下さいました。また

横田基 l也の儀典兵の儀式、プロの歌手のキャロル・ギャ

ズデンさんの素晴らしい国家独唱にも、みなさん感動さ

れたことと思います。

tJAAGA、 日米エアフォース友好協会からは、廣瀬理

事と阪東理事にご出席いただきました。JAAGAか らは

数年前より多大のご寄付をいただいています。スペシャ

ル・オリンピックス委員会は、横田基地に勤務する兵隊

さんを中心に構成された、100%ボ ランティアの非営利 L」J

体なので、毎年みなさまのご寄付によってのみこのイベ

ントを運営 しています。ですから、バ、としたことがきっ
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かけで、今年の副会長に就任された榎様と知り合ってか

ら、毎年いただいているご寄附は、選手たちの保険、食

事、記念品、メダル、参加者が全員で使用する飲み水、

簡易 トイレなど、なくてはならない備品などに使わせて

いただいています。大勢の参加者を迎えるにあたり、こ

ういった設備や備品を用意するのは、多大な時間、費用

がかかります。それを大きく助けて 卜さっているご寄付

に、スペシャル・オリンビックス委員会一同、心から感

謝 しています。

また来年も大勢の選手たちを迎え、楽 し

らえる 1目 を過ごしたいと思っています。

ざいました。また、よろしくお願いしますc

佐藤 直子 : 関東スペシャル・オリンビ

通訳、司会、DV担当

く、勇気を

ありがとう

ックス委員会

・
つ
　
　
　
い
」

一スペシャル・オリンピックス (三沢)を支援一

猛暑の続 く8月 28日 、三沢スペシャル・オリンピック

スが三沢基地内の格納庫において開催された。三沢基地

周辺の 3団体から選手74名、付添い23名 が招待された。

主催者側の米空軍は三沢基地の副司令ウイマー大佐以下

約350名 がボランティアとして参加された。競技種目等は

,1年並みであった。猛暑の中での競技が運営されたため

熱中症の発生等も,と 配ヽされたが、何事も無く全ての競技

を終了したc当協会は三沢スペシャル・オリンピックス

委員会に支援品を贈呈した。

(丸山三沢支部長記)

Mr. Maruyama, Head of JAAGA Misawa branch,
hands a gift to Col. Wimmer, Committe of
Misawa Special Olympics.

饉́

米軍人の|ねぶた祭1参1加を支援

8月 6日 19Π寺～21時の間、青森市において、米三沢基

地司令グレッグ大佐以下35名 とJAAGA二沢支部丸山及

び山本 (親)事務局長の家族 5名、計40名 が青森市の協

力を得て、東北最大の祭りであるねぶた祭に参加 した。

当日は、連日の猛暑の中、三沢をバスで出発し、青森市

に到着 した。―行は祭りの衣装に着替えた後、基地司令

とJAAGAメ ンバーが鹿内青森市長を表敬 して親 しく懇

談した後、山車の運行に参加 した。山車の運行中は暑さ

も忘れて「ラッセラー、ラッセラー_のかけ声とともに

跳ねて日本の祭りを堪能し、参加者全員大満足であった。

(丸山三沢支部長記)

Nebuta Festival in Aomori city : 35 American
people, including Col. Greg, ex-Vice Commander
of Misawa Air Base, took part in the festival.
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Participants of Sportex'10A: 75 Japanese and Americans compete in the golf game.

10月 7日 (木 )、 SPORTEX'10Aが 米軍多摩ヒルス。ゴ

ルフ・ コースにおいて日]催 さオした。 JAAGAか らは津曲

会長をはじめ正会員及び賛助会員の計52名、米軍からは

アンジェレラ第 5空軍冨1司令官以 ドスタッフ等23名 が競

技に参加した。

5時過ぎから参加者が集合し、クラブハウスでの朝食、

ドライビング・ レンジでの練習の後、 6時半から開会式

が行われたc

津曲会長からは、「ライス司令官が公務のため来られな

いことが残念ですが、素晴らしい天候の中、皆で楽しく

やりましょうJ との挨拶があり、 また、 アンジェレラ冨|

司令官からは、「ライス司令官に代わってお礼申し上げま

す。前同のスボルテックスは、良い天気ではありません

でしたが、今日は良い天気です。皆さん楽しんで下さいJ

との挨拶があった。さらには、賛助会員を代表 して洪1上

会員から「皆様にとり最良のスコアが出るように、そし

て素晴らしいコンペになるように祈っていますJと の挨

拶があった。

開会式後、それぞれのカートに日米混合で乗リスター

トホールヘ移動 し、 7時、ホーンの合図で一斉に競技が

開始されたc各参加者は日頃鍛えたゴルフ技術を競い合

いながらも、和やかな雰囲気で競技を楽しんだ。競技終了

後は、ブレーの反省も含め、歓談しながらの昼食となった。

昼食後、表彰式が行われ、優勝 (佐々会員)、 準優勝、

第 3位、飛び賞、ブービー、ベスト・ グロス、 ドラコン、

ニアピン各受賞者に賞品が、また、会長、副司令官から

は、それぞれ特別賞が贈られた.閉会にあたり、会長か

らは、「素晴らしい人候のもと、第 5空軍と多摩ヒルズ。

ゴルフ場関係者の多大なる支援を得て、素晴らしい一口

を送れたことを感謝しています。司令官、副司令官とも、

ワシントンに行かれてもいつの日かまた一緒にブレーを

したいと思っています。」との挨拶があった。また、副司

令官からは、「日本で最後のスポルテックスになりました。

日本に来てJAAGAの 皆さんと一緒にゴルフとか会議と

かに参加できたこと、大変誇りに思っています。有難う

ございましたJと の挨拶があったc最後に、蓑田会員か

ら「今後もこういった楽しいコンペができるように日米

同盟を深化させて頂ければと思っておりますJと の挨拶

があり、SPORTEX'10Aは 盛会裏のうちに終了となった。

(源理事記)
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5月 14日 (金 )、 横田基地司令兼第374空輸航空団司令

の交代式が在日米軍兼第 5空軍司令官ライス中将を執行

官として横田基地格納庫で実施された。

空自から府中基地司令及び人間基地司令が参加され、

JAAGAか ら廣瀬理事長 (当 時)、 山本 (隆 )、 新井、阪

東理事が参加した。 ライス中将から離任されるヒックス

大佐の横田基地における実績とリーダーシップに対する

賞賛と後任のフェザー大佐への激励の挨拶があり、その

後ヒックス大佐に対 し勲章が授与された。 ヒックス大佐

の離任挨拶の後、指揮官旗の引継ぎによる指揮権継承の

儀式が執り行われたc引 き続きフェザー大佐の音任挨拶

があり、格納庫前に駐機 した指揮官機のC-130の 名札が

付け替えられ、無事式典が終了した。

式典の後、将校クラフにてレセブションが行われ、新

団司令フェザー大佐と親しくお話をすることができたc

フェザー大佐は飛行時間3.900」寺間以上を有するC-130の

Reception of new commander of Yokota Air Base:
Col.Feather and his wife(center)′ Dir Arai(left)
and Momoki(right)′ 」AAGA

上級操縦上である。 またクウェー トのアリアルサ レム空

軍基地に勤務 され、そのときに自衛隊を支援 した経験が

あり、海外運航などで空自の良 き助 言者 となって くれる

ことが期待される。

(桃木理事記)

10月 19日 (火 )、 在日米軍司令官兼第 5空軍司令官エド

ワード・ライスJr中将にtJAAGA名 誉会員を委嘱するた

め、津曲会長、阪東、高橋 (健二 )、 llL木、源理事が横田

基地を訪問した。委嘱の行事は、横田基地オフィサース・

クラブにおいて、ライス司令官との昼食会を兼ねて行わ

れた。会長から名誉会員の証としての記念の楯が司令官

に贈られ、司令官からは、「JAAGA名 誉会員になること

は光栄に思います。お礼中し上げますJと の言葉があっ

た。

阪東理事の乾杯の発声で食事が始まり、笑いの絶えな

い和気あいあいとした雰囲気の昼食会となった。今年 9

月の訪米時のJAAGA名誉会員との交流のこと等、広範

囲の話題で盛リトがり、あっという間に 1時間が過ぎて

しまった。会長から「お忙しいところ昼食会に参加 して

頂いて有難うございますJと の感謝の意が述べられ、司

令官からは「今日はこうして離日前にゆっくり時間を取

れ、一緒にさせて頂いて有難うございます。盾はしっか

り持ち帰って飾っておきたいと思いますJと の挨拶があ

り、昼食会は終了した。

(源理事記)

President Tsumagari hands a shield of honorary
member of JAAGA to then Lt. Gen. Rice.

||ライス申将,=名1替1会1員を委嘱
‐
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U.S. lndependent Day Festival in Yokota : JAAGA
directors, their wives and Col. Feather

7月 3日 (上 )、 横田基地において、2010年米国独立記

念祭が第374空輸航空団司令フェザー大佐主催により行わ

れた。本行事にJAAGAか ら香川理事長、阪東、源理事

が参加 した。空自からは、府中基地司令、准曹十先任等

が参加されていた。

第15番格納庫では、「AF Band Of the Pacific」 の演

奏が行われる中、米軍人とその家族、招待者等とともに、

音楽と食事を楽しんだ。演奏終了後、フェザー大佐から、

来場者への歓迎、独立記念目への祝福、そして、ボラン

ティアの皆さんへの感謝の気持ちを表す挨拶があり、会

場から歓声が沸きあがっていた。

午後 4時 くらいから2時間ほどの参加であったが、横

田基地の皆さんとともに米国独立記念祭を堪能 した。

(源理事記)

AF Band of the Pacific : People
musics in 15th hangar.

enjoyed their

Japanese-American Friendship
Yokota : F -22

8月 21(士 )・ 22日 (国 )I_o田基地において日米友好祭

行われたc 5月 に着任されたフェザー大佐初の航空祭

であった。猛暑の中であったが天候にも恵まれ、最新鋭

のF-22ラ ブター 2機他日米の航空機の展示、屋外ステー

ジ・野外ステージでの各種催 し物、 3on 3バ スケット、

バイク・ ショーなどのイベントが行われた。下十官クラ

ブで行われた本友好祭のレセプションに山本 (隆 )、 阪東、

桃木理事夫妻が参加 した。航空自衛隊から府中基地司令

や1美1係准曹士先任が招待され、友好を深めていた。 レセ

プションでフェザー大佐から皆さんに対する日ころから

のお礼と多摩飛行場が出来て70年、横田基地となって65

年、日米安保50年の記念すべき年であることが紹介され

た。

(桃木理事記)

ｏｆ

ｉｎ

ｄｏ‐

ｉｖａ

Ａ ｎ

Ｆｅｓ

が

:難難



(8)

空軍創立63周年記念晩餐会 (エ ア・フォース・ボール)

が 9月 25日 (土 )に米空軍三沢基地において、第35戦闘

航空団司令のラスティーン大佐の主催で行われ、三沢支

部の丸山支部長が夫婦で参加 した。当日は、三沢らしい

小雨のUll寒 い天気だったが、来賓として三沢市長はじめ

市の関係者、北空司令官をはじめとする自衛隊関係者、

C T F72副司令をはじめとする米海軍関係者、そして大

平洋空軍司令官ノース大将が出席されて午後 6時から、

三沢基地内下士官クラブにおいて盛大に実施されたc基

地司令の挨拶の後、乾杯、食事、ケーキ・カットと続き、

最後に大平洋空軍司令官の日米安保条約締結50周年記念

についてのスピーチがあり、閉会となったcス ピーチの

中で司令官は大平洋地域の平和と安定のために日米同盟

が重要であると力説された。

Misawa Air Force Ball : Mr. and Mrs. Maruyama,
Head of JAAGA Misawa branch and
Col. Rothstein and his wife

(丸山三沢支部長記)

」AAGA members heading for Yokota Air Base
by bus

9月 15日 (水 )、 中■1崇団長以下15名の正会員が参加

し、横田基地研修が実施された。 IT修 は、代表による第

5空軍副司令官アンジェレラ少将への表敬 (司令官不在

のため)、 5空軍ブリーフィング、基地外周バス・ツアー、

昼食会、第374空輸航空団ブリーフィング、航空機見学

(C-130、 C-12、 UH-1)の 順に実施された。第 5空

軍ブリーフィングでは、第 5空軍の編成組織等のプリー

フィングに加え、航空総隊司令部の横田基地移転にかか

わる施設工事の状況についても説明があった。ほぼ完成

している総隊司令部の庁舎は、第 5空軍司令部庁合と地

下通路でつながっており、アンジェレラ少将によると、

地下エ リアは、世界 一級品のAOC(Air Opcration

Center)を予感させるに 1分 なスペースであるとのこと

であった。また、今回の横田基地の施設整備は、すでに

ある米空軍施設の移設と、府中から移転 してくる部隊を

受け入れるための新たに建設する施設整備を同時並行的

に進捗させる必要があるため、苫心 しており、二沢基地

のように基地の中に基地を作るのではなく、『日米で共同

で仕事が出来るように』を主眼に置き、「米軍将官官舎の

近 くに空自将官官舎を建てる_、
~米
軍隊舎の近くに空自

隊舎を建てるJ等の、いろいろな工人をしているとのこ

とであった。第374空輸航空団ブリーフィングでは、横田

基地の歴史や名前の由来等の説明があり、興味深い話を

聞くことができた。

(山本 (康)理事記)

Aircraft tour, in front of C-130
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」AAGA members, ncluding President Tsumagari, and Gen. North, PACAF, in Hawaii

平成22年度の「つばさ会 Jヽ 1ヽ G=ヽ :す ltL Iま 、 |=||||

JAAGA会長をHI長 として、永青畠け理事長、
'「

理事と等

者の計 4名 で 9月 6日 から17目 までの間、フシントンDC

でのAFAT次十
=会
への参」日に併せて大半洋軍、大平‐

~空

軍司令吉「、13空軍 (以上ホノルル)、 宇宙空軍司令部、第

50宇宙空軍、空軍士官学1交 (以 Lコ ロラド・スプ リンク

ス)、 および国防省関係 (ワ シントンDC)を 訪問した.

この間、多くの現役高官とともに、退役されたJAAG

A名 誉会員との交流を通 じ日米相互の親善と更なる友情

を深めるとともに、米軍等の現況および趨勢を把握する

ことができた。

最初の訪問地ハワイでは、日本IIJ務 の経験が長 く、つ

ばさ会/JAAGAの 活動に理解の深い太平洋空軍司令官

ノース大将の計 らいで、第13空軍司令官カーライル大将

の手厚い接遇や太平洋空軍司令部運用計画部長ケルッ准

将の専従のエスコートなど、温かなもてなしを受けた。

PACOM、 PACAF、 第 13空軍等を訪問し、その任務や

現況、今後の方向性などについてブリーフィングを受け

るとともにこれらに先立っての司令官表敬では率直かつ

忌憚のない意見交換をすることができた。これらを通じ、

長年に亘って築き上げてきた日米の空軍 レベルの信頼が

1ヽ■ に強いものであるかを確認するとともに、さらに一

目つ強 fヒ 。発展がなされつつあることを確認できた。

意見交換では、西太平洋地域の現況、日米の防衛力整

備の状況、共同訓練や情報交換を通 じて築き上げている

絆の一層の深まり、そして何より相互が「グレート・パー

トナーJと 認識し合っていることなどが話題となった。特

にノース大将は日米間の相互運用性のさらなる強化を図

ることの大切さを強調 していた。

また、連絡幹部の北村 2佐、上垣 2佐の積極的かつ綿

密な事前調整や滞在間のきめ細かなエスコー トなど献身

的なご支援を頂いた。

コロラド・ スプリングスでは宇宙空軍及びその隷下部

隊、空軍上官学校を訪間。宇宙空軍では、司令官ケーラー

大将を表敬。次いでコマンド・ ブリーフィングでは作戦

室で各部長も参加 し、新たな国家宇宙ポリシーのもと運

用されている宇宙空軍の役害1や主要な課題などについて

丁寧に説明を受けた。質疑では司令官自ら率直に対応 し

て頂いた。

宇宙空軍は将来の戦いにおける新たな二つの領域、宇
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」AAGA members and cadets learnin9 Japanese
in USAF Academy′ Colorado Springs

宙とサイバーの双方に責任を持っていること、航空も含

めた三つの領域の調和と統合が重要であること、そして

任務を行うに当って今後は国際協力の強化が重要になる

こと、さらにそのための人材養成が]干要であることなと

をケーラー大将は強調 していた。軍の装備品の多くの分

野で深く宇宙関連機能が入り込み、あらゆる作戦を宇宙

が支援していることや、平素から民間分野をも積極的に

支援 しており、宇宙空軍の重要性は今後一層高まるであ

ろうことから、今回この部隊を訪れ、絆を深めたことは

大きな意義があったと確信する。

また、宇宙空軍では、同じコロラド・ スプリングスに

あるシュリーバー空軍基地も訪れ、宇宙職域の要員養成

や宇宙関連装備品の改善を行うSIDC(Space lnnovation

and Devclopment Centelヽ )、 宇宙機能を実際に運用して

いる第50宇宙空軍、その隷下部隊でGPSや 衛星通信を24

時間体制で管理・運用 している部隊を訪問し、その状況

を視察したc視察に当ってカメラや携帯電話はもちろん

電子辞書のような電子機器まで持込が禁 |卜 されるなど厳

しい保全態勢の中で、丁寧な説明を受けることができた。

このような宇宙関連地上システムは今後わが国が宇宙機

能を導入していく際に一つのモデルとなるものであり、

空自も連係が必要となる部隊である.

一方、澄み切った青空と爽やかな空気のもと、広大な

キャンパスを有する空軍上官学校では、学校長ゴウル ド

中将以 卜の温かな歓迎を受けた。昼食時、4,000名余の学

生が一堂に会する食堂では、当日の訪間者として紹介さ

れて全学生からの歓迎を受け、防衛大から短■ll留学でき

ている 2名の学生を始め、日本語を選択 している学生達

と会食、その後、一年生の日本語授業風景を参観 して懇

談する機会も得た。日本語教育の教官には航空自衛隊指

揮幕僚課程修了者がおり、自信を持って学生を教育 して

いる様子を参観 し、日米空軍間の人材交流の成果を見る

ことができた。また人工衛星を独自に設計、打上げてい

る教室の状況、学校の概況ブリーフィング、教育部長や

学生部長達との懇談など盛りだくさんに準備してくれた

計画をこなした。ゴウル ド中将からも日米の士官候補生

の相互短期留学や日本の交換連絡幹部の派遣によって日

米空軍が相互理解を深めるとともに良い成果を挙げてい

るとの説明を受けた。交換連絡幹部阿部 3佐にはデンバー、

コロラド間約1時間半に亘る送迎を始め、士官学校訪間の

準備や調整を始め現地での各種支援など広範な分野で支

援を頂き、この地域での研修が実り多いものにできた原

動力であった。

ワシントンでは米空軍協会 (AFA)年次総会への参加|、

ベンタゴン各部署への訪間、そしてJAAGA名誉会員で

ある歴代第 5空軍司令官との交流を実施した。

i量役、現役軍人などを中′心として約12万 5千人人の会

員を有するA「Aは、軍事産業とも一体となって空車の活

動を支援 し、国民への広報や教育を行うことを目的とし

た全米各地に支部を有する全国家的組織であり、機関雑

誌
~Ail‐
Fol'ceゝ Iagazinc_な どを通 じて我々にもなじ

みが深 t,1今年の年次総会 1ま昨イFに 引き続いてワシント

ン郊外つ会議センターで、将軍から下士官に至る退役・

現役車ノ、、政府関係者、軍事産業関係者など3日 間約6,000

人が参加 して催された=幅広いテーマについて、現役の

JAAGA members
President of AFA,

and Michael M. Dunn,
in Washington
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」AAGA members and Lt Gen Poss′ ASO

指揮官、退役の経験者、有識者などが講師に招かれ活発

かつ率直な意見交換がなされていた。併せて広大な展示

ホールで軍事産業界がシミュレータや精巧なモデルを持

ち込み最新の航空宇宙関連技術を展示 しており、世界に

君臨するエア・パワーの根源と将来を垣間見ることがで

きたT途中、AFAの ダン会長を表肝 懇談 したが、三沢

勤務の経験もある会長から歓待を受け、米空軍60周年記

念としてアーリントン基地に隣接する高台に空軍メモリ

アルをAFAが寄付によって建設 したことなど最近のAF

Aの活発な活動状況を伺うことができた。

ベンタゴンでは、空軍省東アジア大平洋担当シーファー

国防次官補代理、統参本部 J5ア ジア担当副部長ニュー

エル准将 (元横田基地司令)、 空軍参謀本部A3/A5担

当部長ブリー ドラブ中将、A2X担 当部長ポス中将を訪

間し、米国のアジア政策、米空軍の現状、運用構想など

の話を伺うとともに、アジア太平洋地域の最近の軍事情

勢等について説明を受け、意見交換を行った.

それぞれの方々が異口同音に、日米間の絆が堅同であ

ること、最近の東アジア情勢が厳 しいこと、今後とも関

係国が一層協力し合う必要があることなどを強調 してい

た.

さらに日本大使館に藤崎大使を訪問し、忙しいスケジュー

ルの中、時間を害1い て温かく迎えてもらい懇談する機会

をl_Bい た。

ワシントンでは毎年、元第 5空軍司令官経験者の方々

により温かく訪問団を接遇してT_Eい ているが、特に今年

は 5月 に「在日米軍同窓会Jが設立され、日米間の堅固

な同盟パートナーシップ維持のための基盤として草の根

レベルの交流を一層促進させる大きなマイルストーンの

年であり、恒例となった夕食会にもマイヤーズ元統参本

部議長人妻を始め、フロリダからホール中将、テキサス

からヘスターラul人要、ノースキャロライナからヮスコー

大将夫妻、そしてワシントンに在住のエバハート大将夫

妻、ライト中将夫妻と、JAAGA名誉会員のほとんど皆

さんが駆けつけてくれ旧交を温めとてもなごやかなひと

ときを過ごした。特にエバハート大将ご夫妻には訪間団

の受入準備や名誉会員の皆さんへの連絡調整などに尽力

されるとともに、皆さんをご自宅のホームカクテルに招

いて頂き一方ならぬお世話を頂いた。

今回の訪米の総合的な調整と、ワシントン滞在間の公

私に亘るあらゆる支援に美|し て、在米大使館航空防衛駐

在官尾崎 1佐 と斉藤 2佐 に多大なご尽力を頂いた。本訪

米を成功裡に終えることができたのもお二人の綿密な調

整と支援のお陰であったc

今年は日米同盟50周年の節目に当る年であるが、両国

間の間には普天間問題を始め懸案が多い現状である。 し

かし、米空軍現役 。OBの間では、日米Fol盟の重要性がしっ

かり認識され具lllさ れており、これまで諸先輩方が築い

てこられた日米空軍レベルの絆の強さを再確認するとと

もに、さらなる人脈形成の重要性及び具体的な努力の継

続が必要との認識を得た10日 間であった。

終わりにあたり今次訪米に際して各方面で協力・支援

して頂いた関係各位に′とヽより感謝中し上げます。ありが

とうございました。

(小川理事記)

at the Air Force Memorial in Arlington, Virginia
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寄稿者 :織田邦男理事

US Army soldiers carrying out antiterrorism
operation

l はじめに
今年 2月 、米国防省は「 4年毎の国防計画見直しJ(Q
DR:Quadl｀ ennial Defense Review)(以 下「QDRJ)を
議会に提出した。5月 には国家安全保障戦略が公表された。

オバマ政権の米国戦略の全貌がようやく明らかになりつ

つある。

QDRは 「軍隊の戦力構成見直し法J(96年 発効)に よ

り、 4年毎に米国防長官が国防計画 。政策を包括的に見

直し、議会に報告書を提出することが義務付けられたも

のである。

今後20年間に予想される安全保障上の主要課題を総点

検 し、地域的な安全保障上の課題や調達すべき兵器体系、

人的戦力の課題などに対 し、何を優先し、何を行うかを

提示するものであり、 4年間の国防省施策の根拠文書と
いえる。

日米同盟は日本にとって死活的に重要である。同盟国

たる米国の戦略を知ることは、日本にとって最低限必要

であり、QDRは その手助けとなる良き参考書であるc紙
幅の関係 卜、要点を絞って紹介してみたい。

2 2010年 国家安全保障戦略について

2010年QDRに ついて述べる前に、上位の国家安全保障

戦略について触れておきたい。米国の安全保障に係わる

戦Ш各体系は、ゴール ドウオーター・ニコルズ法によって

国家安全保障戦略、国家防衛戦略、国家軍事戦略の作成、

報告が義務づけられており、それぞれ、大統領府、国防

省、統合参謀本部が担当する。

最も_L位の2010年国家安全保障戦略は2010年QDRが公

表された 3ヵ 月後の 5月 27日 に公表されており、体系的

には上位にあるが、時系列的には2010年QDRに反映され

る形にはなっていない。

従来、国家安全保障戦略は、軍事も含めた対外政策を

中心とした安全保障政策の方向性を示すものだったが、

オバマ政権初となる国家安全保障戦略はロオ政赤字や教育、

移民政策まで含めた包括的な戦略文書となっている。

「軍事的な優位性は維持 しているものの、過去数年、

米国の競争力は後退している_と の危機感を示し、国際

的な影響力を保持するためには国力増強が必要、なかん

ずく「力の源泉」たるTl・済の再生が重要とし、財政赤字

の削減や、教育、科学分野への投資、医療保険負lElの 軽

減等に取り組む姿勢を強調 しているところが特徴である。

ブッシュ・ ドクトリンの 先制攻撃Jを排除し、「衝突
回避、平和維持のため_に外交、国際機関等を活用し、
できる限り「武力行使 ll l必 要性を回避するJと 明記 した

点はオバマ色を色濃く反映している。

BRICsと いわれるブラジル、ロシア、インド、中国に

加え、南アフリカ、インドネシアなどとの関係強化を重

視するとしつつも、中国については軍事力近代化を警戒

しながら、責任ある指導的役割を果たすことを歓迎する

とし、また「非対称脅威Jに対抗する能力を強化 し、通

常戦力の優位性を維持するといった トーンは2010年QDR
に共通している。

3 2008年 国家防衛戦略について

20101lQDRは体系的には2008年国家防衛戦略を受けて

策定された形となる。だが、2008年国家防衛戦Ш各は政権

交代まで半年 しかない時期にブッシュ政権によって公表

されたものである。

新大統領に代わっても、米国が直而する課題は変わら

ないし、米軍が取り組んでいる対テロ戦争に対する方針

に大きな変更はないとゲイッ長官が判断したと思われる。

結果的にはゲイツ長官がオバマ新政権でも留任 し、切

れ日なく国家防衛戦略は継承され、2010年QDRに繋がっ

ている。政権交代があっても国防戦略にブレがないとこ

ろが米国の強みである。

2008年国家防衛戦略では脅威認識を新たにした。従来、

脅威を伝統的、非正規型、混乱型、破滅型の 4つ に分類

していたが、脅威は 4つ に分類できるほど単純ではなく、

一つの紛争でも上記 4つ の脅威を包含している場合もあ

るとし、 4分類を不採用とした。「不安定の弧Jの用語に

ついても使用されなくなった。

戦時であるという現状認識、現代の脅威に対 しては一

国では最早対処不可能であること、 しかも軍のみならず

文民の力も借りた統合的な体市1でなければ今後の危機に
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対処できないという認識は、2010年QDRに そのまま反映
されている。2010年QDRで は「バランス」という言葉が

目立つが、2008年国家防衛戦略から強調され始めたもの

であるc

4 QDRの変遷
11)1997年 QDR
1997年 QDRで は安全保障環境を「依然として危険で高

度に不確実」とし、地域的危険としてイラン、イラク、

北朝鮮を挙げ、大規模越境、破産国家かもたらす不安定

性国家としてソマリア等を挙げていた。

先進技術、NBC兵器の拡散を重大な懸念として位置付

け、国家横断的 (transnational)危 険として、大量破壊

兵器拡散、テロ、小規模紛争を挙げた。また2015年以降

のロシア、中国の台頭の可能性に懸念を表明したことも

特徴的である。同時多発テロで市民権を得た「非対称脅

it_の 用語も初めてここで登場している。
~関
与及び拡大戦略Jが示されたのも1997年QDRの特

徴である[地域安全保障の施策としては、日本、韓国、

豪州との同盟関係の強化を謳い、特に日米同盟はグロー

バルな≡標達
"ktD為

の要 (Linch pin)と し最重要視して

いた。

(2}2001年 QDR
2001年 QDRIま テロ発生直後の 9月 30日 に公表された。

冷戦後の90年代を通 じ、
~封
じ込め戦略Jか ら「関与及び

拡大戦略_へ、「対ソ戦略Jか ら「地域戦略」へ、そして
~相
互確証破壊戦略Jか ら「柔軟即応戦略、融合戦略Jヘ
と戦略転換がなされた。同時に米国単独主義が形成され

たが、2001年 9月 11回 の同時多発テロにより、戦略の大

きな転換が迫られた。

だが、テロ直後ということもあり、2001年QDRで は所

要の修正、検討が間に合わず「時間切れ、とりあえずJ

の感が強い。

特徴的なところは、同時多発テロ直後でもあり、 非対
称脅威Jを「戦争Jに格上げし、「米国本土防衛Jを最優

先事項としたこと、そして「国土安全保障局J il設 に言

及 した点である.ま た国防力整備にあたっての考え方を

「脅威ベースJの アプローチから「能カベースJへのアプ
ローチヘの転換を図ったことも大きな特徴であった。

13)2006年 QDR
21世紀に直面する脅威は、非正規型、混乱型、破滅型脅

威の蓋然性が高 く、伝統的脅威対応型の国防力をこれら

の重点に向かってシフトしていくべきとの認識を示した。

「戦略的岐路にある国々Jについては、インド、ロシ

ア、中国など台頭しつつある国家に対 し、発展や民主化

努力への協力を押 し進めつつ、敵対勢力にならぬよう誘

導に努める。同時に、紛争防 I卜 に失敗する可能性に対 し

ても準備 (へ ンヽジ)し ておく必要があるとしたc

特に中国については脅威とは言わないが、抑制された

表現ながら警戒心を顕にした。中国は米国と軍事的に競

合する潜在的可能性が最も高い国家であり、世界におけ

る責任ある利害共有者 (Rosponsible stakeh01der)と し

て誘導する (Shape the choices)。 中国は戦略的岐路

(Strategic crossroad)に 立っており、大平洋軍の増強

によって軍事的無頼漢になるのを避けるためのヘッジ戦

略を採るとした。

兵力整備 については、“One size fits all"か ら
い
Tailored"へのT//行、つまり「大は小を兼ねるJ型戦
力から、多様な事態に適切に対応できる「テーラーメー

ドJ型戦力への移行を明示した。

5 2010年QDRの特徴

11)バ ランスの見直し

2010年 QDRで は「バランスの見直しJ(rebalance)と
いう言葉が目立つのが特徴である。「バランスの見直しJ

を強調するということは現状がバランスを欠いていると

の認識、あるいは将来致命的なアンバランスに陥る可能

性があるとの危機感の表れである。

「バランス」は2008年国家防衛戦略で強調され始めた。

記者会見でケイツ長官は「この国家防衛戦略を一言で表

すと『バランス』であるJと述べている。

米国は戦時下の (nation at war)認 識が必要と指摘

する.今回のQDR全体の文脈から窺えることは、足掛け
9年 に及ぶテロとの戦いによって米国の安全保障政策が

歪みつつあるいう危機意識であるc

財政面での負担は重 く、2010年 2月 議会に提出した国

防予算要求では約7,000億 ドル、テロとの戦いの海外事態

対処作戦予算は約1,600億 ドルにも上る。人的負担も大き

く志願制|を維持するためには適切な海外展開期間の管理

が求められる。兵員募集については資格年齢の引き上げ

でなんとか対応しているが質の低下など問題が多い。

オバマはイラクからは2011年末までに米軍を全面撤収

F-18 taking off from the aircraft carrier,
George Washington
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することを決めたが、アフガンでは状況は予想以上に深

刻であり3万人1曽派した。

この様な背景のもと、テロとの戦争を勝利するのを最

優先としつつも、将来的な備えとのバランス、戦略日標

とリスクとのバランス、あるいは伝統的脅威への備えと

非正規戦能力向上とのバランスなどの見直しなどが急務

であり、優先順位を定めて課題に応えるとした。

装備面でもF-22戦闘機生 F・
‐
終 r、 C-17輸送機調達終

F、 新しい空母調達の延期 (stretching out)、 CG(X)
巡洋艦計画中止等、日玉事業に大鈷が振るわれ、より優

先度の高い分野への資源再配分を提示した。

現代の課題は米国単独では取り組めないとの基本認識

は2006年QDRと 同じであるが、同盟国、友好国との協力、

国内にあっては他省li:と の協力が欠かせないことを2006

年QDR以上に強調している。

12)「 アクセス拒否Jと 「サイバー空間Jへの対応

「アクセス拒否下における攻撃抑止と打破J(detel・

and defeat aggression in anti― access environments)

と「サイバー空間における効果的作戦J(operate effectively

in cyberspace)が クローズアップされた。

「アクセス拒否Jと は敵対 Ltl家による侵攻を抑止、打

倒するための作戦行動や重要地域への戦力展開を阻止す

る行動をいう。「アクセス拒否J、 「サイバーJ共に中国を

念頭に記述されているのは明白である。

「ネットワーク侵入J「対衛星兵器J「基地、海洋及び

航空資産、それらを支援するネットワークを脅かすよう

に設計されたシステムに対する投資拡大Jな ど、最近の

趨勢に警戒感を示し
~将
来の敵は航空、海洋、宇宙、サ

イバー空間の支配を競う、あるいは拒否するような高度

の能力を保持するだろう_と 指摘している。

「サイバーJへ の取組については、現在でも日常的に

受けているサイバー攻撃の実態に言及した上で、サイバー

対処に係わる組織文化の改善や他省庁、関連企業、友好

国との協力関係拡大といった包括的アプローチを強調す

ると共に、サイバーコマンド倉1設や教育訂|1練 についても

言及している。

(3)中国への対応

中国に関する記述については、国名を出した箇所では

記述振りが抑制的なところが今回の特徴である。2006年

QDRで は中国の軍1事近代化の透明性に警戒心を色濃く出

し、中国を名指 しした上で「最大の軍事的な潜在的競争

LTIJと まで言及して警戒心を顕わにした。今回のQDRで
はこのような表現は消えている。

2008年国家防衛戦略では中国には「選択肢の形成とヘ ソ

ジ (shaping and hedging)で 対応J とあり、2006 TQ

DRと 同様、へ ッヽジ戦略を提示していた。中国を名指しし、

軍事的無頼洪になるのを思いとどまらせる為に軍事力1曽

強には太平洋軍の1曽強によって、能力強化には能力強化

で応え、米国との軍事競争に走ることを抑制させるとし

ていた。

2010年QDRで はヘッジ戦略の必要性については言及さ

れているが、中国を名指ししたへ ンヽジ戦略の言d述 はない。

中国の軍事力について、中距離弾道 ミサイル、巡航 ミ

サイル、攻撃型潜水艦、遠距離防空システム、電子戦・

コンピューター・ネットヮーク攻撃能力、新世代戦闘機、

対衛星能力の整備などを列挙 した上で
~軍
事力拡大の真

意や意思決定プロセスにおける透Ell性欠如_へ の疑念、
あるにヽは「目的について限定的な情報 しか共有せず、長

期的な意図に関して多くの疑間_が生 しているとの警戒

心を示す。

警戒感を示 しながらも抑制された記述振りは中国との

関係を傷つけたくないというオバマ政lEEの思惑であろう。

「アクセス拒否/地域拒否_(anti access/area denial)

能力については、今回の QDRで も14筒所にわたって記

述されている。

「アクセス拒否Jに対する対応能力保持が紛争防 IL・

抑止に必要とし、このためには同盟国・友好国の協力、

そして米軍の態勢強化が必要と指摘 している。具体的な

強化策として、遠距離打撃能力、対潜能力、前方展開基

地の抗湛性、宇宙へのアクセス、利用確保、C41SR、 敵

センサー・ システム攻撃、米軍の海外ブレゼンス等を挙

げている。

目新しいの 1ま 「統合空海作戦構想の構築 (develop a

iointair_sea battle concept)Jで ある。持てる戦力を有

効に活用するための統合作戦に言及 した点は2010年QDR
の全般 トーンに合致したものである。

(4)同盟関係について

戦略目標を達成するため、海外にあっては同盟国、友

好国と、国内にあっては主要カウンターパートとの緊密

な連携の必要性を強調する。

同盟の中でも、「米国の安全保障の中心は、大西洋を挟

んだ強力なパートナーシップJと 述べるように、欧州と

の関係重視を鮮明にする。特に英国との関係は、「歴史と

国益の共有により、不動の結束 (steadfast bond)を 形

作っているJと し、アフガン、イラクの作戦を通 じ「近

年、関係は強化されている_こ とを強調している。

日本に対する記述は 4箇所に留まり、日本に対する期

待値は明らかに低下 した記述振りである。政権交代以降

の同盟関係が反映されているのであろう。北東アジアの

安全保障について日本、韓国を同列に扱い、一 くくりで

述べているところにオバマ政権の対日姿勢が表れている

ようだ。

普天間移設関連では、「米車の長期プレゼンスを確固J
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たるものにし、「アジア太平洋地域の安全保障活動のハブ

となるグアムヘの米軍移転を進めるための『二国間の再

編に関するロードマップ』の履行を継続するJと 淡々と

した記述に終わっている.

151 戦略転換について

今回のQDRで示された大きな戦略転換は、「1-4-2-
1_戦略・ からの完全撤退である。戦力規模や構成の算定

に際し、これまでは
~ほ
ぼ同時に 2つ の大規模地域紛争

を単支う(1、 in t、
‐o nlaiol legional conflicts in overlapping

time ll allles)_こ とを基準に検討がなされてきたが、こ

の手法は
~も
はや不適切であるJと し、「 2正而戦略Jか

ら 7D決別を宣言しているこ

戦いは計画 した通りに行われるほうが稀であることを

「痛ましい経験を通じて (thl ough painful expericnce)

学んだJと し、戦いの様相、期間、烈度は様々であり、

全ての事態が国ネトに同程度の脅威を与えるとは限らない。

柔軟性は必要だが、これも全部隊に画 一的、均一的に求

められているわけではない。従って将来予沢1さ れる重大

な影響のある複数のシナリオの組み合わせを基に検言」を

したと説明する.

この箇所の表現が婉曲、曖昧であるため「多様な脅威

に対応できる柔軟な態勢を確立するものであり『 2正面

戦略Jは維持されるJと 解釈する向きもある。だが、戦

力規模、組成、そして評価の基準となる「 2正面戦略J

を「もはや適切でないJと 切って捨て、ダウンサイズの

実相を見るとき、冷戦後、一貫してきた「 2正面戦略J

Iま完全放棄されたと見るべきであろう。曖昧、婉曲な表

現はコミットメントを約束する同盟国に対する政治的配

慮と捉えるべきであろうc

t6)そ の他の特徴

「兵士のケアJについて手厚く記述されていること、
そして「気候変動、エネルギーヘの収組Jが言及された
ことも2010年QDRの特徴である。

足掛け 9年にわたるテロとの戦いは多くの負傷兵を出

し、そのケア如句によっては志願制の根幹が揺らぐとの

危機意識を示す=負傷兵のケアは最優先課題であるこま

た約40万 ブ、t7D米兵が海外展開している現状に鑑み、海外

展開頻度の適正管理や家族支援についても具体的に提示

し、募集と継続任用に関しても言及している。

心的外傷ストレス、外傷性脳障害、戦闘ス トレス、薬

物舌し用、アルコール中毒、自殺の増加等の深刻な現状を

示 し、対応が最優先されなければならず、この投資が今

日及び将来の国家安全保障において配当をもたらすと述

べてヽヽる。

「気候変動Jについて、QDRで言及されるのは今回が

初めてである。気候変動それ自体では紛争の原因にはな

らないが、自然災害、飢餓、水不足、病気の蔓延、環境

悪化は脆弱な政府を更に弱体化させ、不安定化または紛

争を助長する可能性がある。加えて北極海の水域がオー

プンになる可能性があり、北極海における通信、領域認

識、捜索救助、環境観測などの不備、不足に取り組む必

要があると1旨 1商する。

「エネルギー」については、再生可能エネルギー供給

の増加、バイオ燃料の利用、ハイブリッド車両や電気自

動車の導入、電動水上艦の就役等の記述があるが、今後

の具体的施策が注日される。

6 おわりに
2010年QDRと 国家安全保障戦略に通底するのは、長引

く戦争による国力の衰退、競争力後退の危機感であるc

足掛け 9年 にわたる「長期にわたる戦争 (long war)」

はボディーブローのように重 くllし掛かり、米国の国力

を衰退させているc加えて国内の経済不振、財政赤字等
が問題をより深刻にしている。

軍事的優位性は維持しているものの、中国の台頭もあ

り、中長期的には軍事面で群を抜いた地位を維持できる

かどうか危うくなりつつある。現在の戦争に勝つのは至

L命題だ。だが、将来にわたっても米国が指導的立場に

立たねばならぬ。2010年QDRは 、 このジレンマが滲み出
ている。

日米同盟なくして安全保障政策は成り立たない日本の

現状を鑑みるとき、米国の苦境を理解 し、緊密な調整と

連携のもと、責任を分担 し、任務と役害1を適切にして目

米同盟を再度緊密化させ、深化させ、活性化させていく

ことが北東アジアの平和と安定を確保する最善の方法で

ある。またそれが日本の国益に直結する。

昨年の政権交代以降、日米関係は必ずしも良好な状態

とはいえない。早急に緊密な日米関係を再構築しなけれ

はならない。日米同盟が漂流して最も痛手を被るのは国

本なのである。

日本は自らの弱さを自覚 し、このQDRが示す米国の悲

鳴をチャンスと捉え、早期に関係修復を図り、北東アジ

アの平和と安定の確保に日米が再びタッグマッチを組め

るよう主体的に努力していくことが求められている。

注 :「1-4-2-lJ戦略は米本土の防衛、 4つ の地域で
の前方抑止、 2つ の地域でのほぼ同時の迅速な作戦遂行、

そしてこれらの一つで決定的な勝利を収めることを狙い

とした戦略
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1正 会 員
氏 名 住 所 氏 名 住 所

渡  邊     寛 神奈川県横須賀市 宮 脇 俊 幸 東京都北葛飾郡杉戸町

金 田 久 生 茨城県宇都宮市 溝 口 博 f中 神奈川県相模原市

上  田  完 千葉県我孫子市 田 中 淑 智 静岡県伊東市

2 個人賛助会員 3 法人賛助会員
氏 名 住 所 氏 名 住 所

鈴 木 昭 東京都国立市 株 式 会 社 ハ タ ダ 東京都大田区

今期は関係各位のご努力で正会員 6名、個人賛助会員 1名、法人賛助会員 1社、名誉会員 1名

の合計 8名 1社の入会を得ることができました。会勢拡張日標を正会員300名、個人賛助会員50名、

法人賛助会員50社 と定め精力的に活動 しておりますが、 1巨会員数が243名 (22121現在)と 目標
にはるかに至っておりません。

今後とも、会員の皆様の勧誘、推薦、情報提供に関するご協力、ご支援を是非とも宜 しくお願

い致します。なお、個人会員の入会につきましては、次のとおりです。

推薦若しくは情報提供を頂いた方には直接会員担当係から連絡させて頂きます。

【入会資格】

ll_ 会  員 : 航空自衛隊のOB
個人賛助会員 : 航空自衛隊のOB以外の方で、正会員 3名の推薦が必要です。

【連 絡 先】

○郵便      〒1620842 新宿区市谷砂土原町 1-2-34 KSKビ ル 3F
日米エアフォース友好協会 会員担当 行

○ (会社)メ ール、電話

石渡 幹生  :m ishi@shimadzu co ip      03 3219 5638
松田 和彦  :kazuhiko_matsuda@mhi co ip   03 6716 4433
美′馬 博    :h mima@zp ip nec com       03 3353 9720
金子 康輔   :kkanekol_a mpcnet co ip       03 5531 8061

編 集 後 記
◇今号ではJAAGAと も関わりの深い在日米軍兼第 5空軍司令官の交代記事を トップに、この半年近くの間
のJAAGAの各種活動に関する記事を掲載 しています。現役自衛官に対する激励から日米の親交を深める
スポーツ大会に至るまで、JAAGAが 幅広く活動 している様子がおわかりいただけると思います。また、
寄稿記事として、米国防省2010年「 4年毎の国防計画見直し (QDR)に ついてJを掲載しています。

◇今号からJAAGAだ よりの編集担当者が交代しました。今後ともJAAGAの活動を広く伝えていきたいと

思っていますので、会員の皆様のご協力をお願いいたします。

◇JAAGAは、来年創設15周年を迎えます。現在、平成23年 7月 7日 (木)に開催予定の記念行事に向けて、

委員会を設置し準備を進めているところです。祝賀会や企業展示等様々なイベントを企画していますの

で、皆様の参加をお待ちしております。

(編集子)


